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介護保険法施行令の一部を改正する政令等の公布について 

 

 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、令和６年度から令和８年度までの第９期介護保険事業計画期間が開始するにあた

り、社会保障審議会介護保険部会における議論がとりまとめられた「介護保険制度の見直

しに関する意見」（令和４年 12月 20日）及び同部会で示された「第１号保険料に関する見

直しの成案（標準９段階から標準 13段階への見直し）」（令和５年 12月 22日）等を踏ま

え、介護保険法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第 13号）及び介護保険法施行

規則等の一部を改正する省令（令和６年厚生労働省令第 13号）が本年１月 19日に公布さ

れ、４月１日から施行されることとなりました。 

今般の主な改正内容は、介護保険第１号保険料について、被保険者の標準段階を現行の

標準９区分から標準 13 区分に多段階化した上で、標準 13 区分の標準乗率について、第１

段階から第３段階までに係る割合を引き下げ、今回新設する第 10 段階から第 13 段階まで

に係る割合を現行の第９段階の割合と比べて高く設定すること等についてとなります。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知の上、郡市区医師会および会

員への周知方につきご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

（添付資料） 

○介護保険法施行令の一部を改正する政令等の公布について（通知） 

(令 6.1.19 老発０１１９第３号 厚生労働省老健局長通知) 

 



 

介 護 保 険 最 新 情 報 

 

 

 

 

 

Vol.1197 

令和６年１月 19 日 

厚生労働省老健局介護保険計画課 
 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各 介 護 保 険 関 係 団 体   御 中 

← 厚生労働省 老健局 介護保険計画課 
 

今回の内容 

 

介護保険法施行令の一部を改正する政令等の公布について

（通知） 

計 12 枚（本紙を除く） 

連絡先  TEL : 03-5253-1111（内線 2937,2260）
FAX : 03-3503-2167 

 



老発０１１９第３号 

令和６年１月 19 日 

 

 

各 
都道府県知事 

殿 
市 町 村 長 

 

 

厚生労働省老健局長 

（ 公 印 省 略 ）  

 

 

 

介護保険法施行令の一部を改正する政令等の公布について（通知） 

 

 

 介護保険法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第 13 号）及び介護保険法施行規

則等の一部を改正する省令（令和６年厚生労働省令第 13 号）が本日公布され、本年４月１

日から施行することとされたところです。 

 これらの改正の趣旨及び改正の内容は下記のとおりですので、十分御了知の上、関係

者、関係団体等に対し、その周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏なきようお願いい

たします。 

 

 

 

記 

 

 

第１ 改正の趣旨 

 令和６年度から第９期介護保険事業計画期間（令和６年度から令和８年度まで）が

開始するところ、介護保険制度の見直しに関する意見（令和４年12月20日社会保障審

議会介護保険部会）及び同部会で示した「第１号保険料に関する見直しの成案（標準

９段階から標準13段階への見直し）」（令和５年12月22日）等を踏まえ、介護保険法

施行令（平成10年政令第412号。以下「施行令」という。）、介護保険法施行規則（平

成11年厚生省令第36号。以下「施行規則」という。）等について所要の改正を行う。 

 

 

 

 



第２ 改正の内容 

 １ 第１号保険料の標準段階、標準乗率及び公費軽減割合について 

介護保険制度の持続可能性を確保する観点から、今後の介護給付費の増加を見据

え、１号被保険者間での所得再分配機能を強化することで低所得者の保険料上昇の抑

制を図るため、以下の見直しを行うこと。 

⑴ １号被保険者の標準段階を現行の標準９区分から標準 13 区分に多段階化した上

で、標準 13 区分の標準乗率について、第１段階から第３段階までに係る割合を引き

下げ、今回新設する第 10 段階から第 13 段階までに係る割合を現行の第９段階の割

合と比べて高く設定する。（施行令第 38 条第１項並びに第 39 条第１項及び第２項

関係） 

⑵ 標準段階及び標準乗率の見直しにより所得の少ない者の負担軽減が図られること

を踏まえ、所得の少ない者に係る公費による減額賦課に係る基準（基準額に乗じる

ことのできる最大の軽減幅）を引き下げる。（施行令第 38 条第 11 項から第 13 項ま

で及び第 39 条第５項から第７項まで関係） 

 

＜改正後の標準乗率及び公費軽減割合＞ 

段階数 １段階 ２段階 ３段階 ・・・ ９段階 10 段階 11 段階 12 段階 13 段階 

標準乗率 0.455 0.685 0.69  1.7 1.9 2.1 2.3 2.4 

公費軽減割合 0.17 0.2 0.005  - - - - - 

最終乗率 0.285 0.485 0.685  1.7 1.9 2.1 2.3 2.4 

 

 

２ 第１号保険料の基準所得金額について 

令和６年度から８年度までの第９期介護保険事業計画における第１号保険料の基準

所得金額については、以下のとおりとすること。（施行令第 38 条第７項から第９項ま

で及び施行規則第 143 条から第 143 条の３まで関係） 

  ・ 第６段階と第７段階を区分する基準所得金額  120 万円 

・ 第７段階と第８段階を区分する基準所得金額  210 万円 

・ 第８段階と第９段階を区分する基準所得金額  320 万円 

・ 第９段階と第 10 段階を区分する基準所得金額  420 万円 

・ 第 10 段階と第 11 段階を区分する基準所得金額  520 万円 

・ 第 11 段階と第 12 段階を区分する基準所得金額  620 万円 

・ 第 12 段階と第 13 段階を区分する基準所得金額  720 万円 

※ 第１号保険料の多段階化に際して施行令第 38 条に第９項を新設しており、第９段

階から第 13 段階までを区分する基準所得金額は、第８段階と第９段階を区分する基

準所得金額に、それぞれ 100 万円、200 万円、300 万円、400 万円を加えた額として

いる。 

 



３ 財政安定化基金拠出率等について 

財政安定化基金拠出率について、交付金・貸付金額見込みや標準給付費額見込み等

に基づき、令和６年度から令和８年度までの財政安定化基金拠出率を 10 万分の 32 と

定めること。（介護保険の医療保険者の納付金の算定等に関する省令（平成 11 年厚生

省令第 43 号）第４条関係） 

 

 

４ 介護給付費財政調整交付金の見直し及び諸計数について 

第１号保険料を標準９段階から標準 13 段階に見直すことに伴い、介護給付費財政調

整交付金の所得段階及び所得段階別加入割合補正係数についても見直しを行い、保険

者ごとの所得分布状況に係る調整機能（被保険者の所得水準等に起因する保険者間の

保険料格差の調整機能）を強化すること。具体的な交付割合の算定式及び算定方法を

以下のとおりとすること。（介護保険の調整交付金等の交付額の算定に関する省令

（平成 12 年厚生省令第 26 号）関係） 

 

 

（交付割合算定式） 

交付割合 ＝（55％－第２号被保険者負担率） 

－{（50％－第２号被保険者負担率） 

×所得段階別加入割合補正係数×後期高齢者加入割合補正係数} 

※ 上記、介護給付費財政調整交付金の算定式のうち、介護給付費により重み付けを行

う算定式により算出された数値を第９期計画期間における後期高齢者加入割合補正係

数とし、第９期計画期間における後期高齢者加入割合補正係数の算定式は以下のとお

りとする。 

 

後期高齢者加入割合補正係数＝ 全国平均の前期高齢者割合×全国平均の前期高齢者の一人当たり給付費 

＋全国平均の75～84歳後期高齢者割合×全国平均の75～84歳の一人当たり給付費 

＋全国平均の85歳以上後期高齢者割合×全国平均の85歳以上の一人当たり給付費 

当該保険者の前期高齢者割合×全国平均の前期高齢者の一人当たり給付費 

＋当該保険者の75～84歳後期高齢者割合×全国平均の75～84歳の一人当たり給付費

＋当該保険者の85歳以上後期高齢者割合×全国平均の85歳以上の一人当たり給付費 

 

 

一人当たり給付費＝ 介護給付・予防給付費 

           第一号被保険者数 

 

 



所得段階別加入割合補正係数＝ 

1 -｛0.545×（当該市町村の第１段階被保険者割合－全国平均の第１段階被保険者割合） 
+ 0.315×（当該市町村の第２段階被保険者割合－全国平均の第２段階被保険者割合） 
+ 0.31×（当該市町村の第３段階被保険者割合－全国平均の第３段階被保険者割合） 
+ 0.1 ×（当該市町村の第４段階被保険者割合－全国平均の第４段階被保険者割合） 
- 0.2 ×（当該市町村の第６段階被保険者割合－全国平均の第６段階被保険者割合） 
- 0.3 ×（当該市町村の第７段階被保険者割合－全国平均の第７段階被保険者割合） 
- 0.5 ×（当該市町村の第８段階被保険者割合－全国平均の第８段階被保険者割合） 
- 0.7 ×（当該市町村の第９段階被保険者割合－全国平均の第９段階被保険者割合） 
- 0.9 ×（当該市町村の第 10 段階被保険者割合－全国平均の第 10 段階被保険者割合） 
- 1.1 ×（当該市町村の第 11 段階被保険者割合－全国平均の第 11 段階被保険者割合） 
- 1.3 ×（当該市町村の第 12 段階被保険者割合－全国平均の第 12 段階被保険者割合） 
- 1.4 ×（当該市町村の第 13 段階被保険者割合－全国平均の第 13 段階被保険者割

合）｝ 

 

また、介護保険制度の見直しに関する意見（令和４年 12 月 20 日）を踏まえ、令和

６年度から令和８年度までにおける調整交付金の額の算定において、令和３年度から

令和５年度までにおける調整交付金の額の算定と同様に、各市町村における介護給付

等に要する費用の適正化に関する一定の取組を勘案する特例を設けること。 

 

 

５ 介護給付適正化主要５事業について 

施行令第 37 条の 13 第８項第 14 号において、介護給付及び予防給付に要する費用の

適正化を積極的に推進している市町村を「介護給付費等適正化推進市町村」と定義し

ており、その具体的な要件は施行規則第 140 条の 62 の 12 において定めている。 

同条に規定する要件の１つとして、給付適正化主要５事業（※）全ての実施を求め

ているところ、保険者の事務負担の軽減を図りつつ、効果的・効率的に事業を実施す

るため、給付適正化主要５事業について以下の統廃合を行い、３事業に見直すこと。

（施行規則第 140 条の 62 の 12 関係） 

・ 効率化を図るため③の事業を②の事業に統合する。 

・ 費用対効果を見込みづらい⑤の事業を廃止する。 

（※） ①要介護認定の適正化に係る事業、②ケアプラン点検に係る事業、③住宅改修の点検、

福祉用具購入・貸与調査に係る事業、④医療情報との突合・縦覧点検に係る事業及び⑤介護

給付費通知に係る事業 

 

 

６ その他 

その他所要の改正を行うこと。 

 

 

 

 



第３ 施行期日 

 令和６年４月１日 

 

 

＜参考＞ 

○ 介護保険法施行令の一部を改正する政令（令和６年政令第13号） 官報 

○ 介護保険法施行規則等の一部を改正する省令（令和６年厚生労働省令第13号） 官報 

 

＜補足＞ 

第９期計画期間に向けた制度の見直しについては、「第９期計画期間に向けた第１号保険料に関

する検討について（見直し内容及び諸係数）」（令和５年12月22日厚生労働省老健局介護保険計画

課）において、検討に当たって特に留意いただきたい事項に関するQ＆A等をお示ししており、施

行準備に当たっては、当該事務連絡も参照されたい。 
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を
除
く
。）、
次
号
ロ
、
第

十
一
号
ロ
又
は
第
十
二
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

十

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

十
分
の
十
九

イ

当
該
保
険
料
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
基
準
所
得
金
額
未
満
で
あ
る
者
で
あ

り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
割
合
を
適
用
さ
れ

た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
次
号
ロ
又
は

第
十
二
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

十
一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

十
分
の
二
十
一

イ

当
該
保
険
料
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
基
準
所
得
金
額
未
満
で
あ
る
者
で
あ

り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
割
合
を
適
用
さ
れ

た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。）又
は
次
号
ロ
に

該
当
す
る
者
を
除
く
。）

十
二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

十
分
の
二
十
三

イ

当
該
保
険
料
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
基
準
所
得
金
額
未
満
で
あ
る
者
で
あ

り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
割
合
を
適
用
さ
れ

た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
該
当
す
る
者

を
除
く
。）

第
三
十
八
条
第
七
項
中
「
第
三
号
ま
で
」
を
「
第
四
号
ま
で
」
に
、「
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
十

一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
十
分
の
五
」
を
「
十
分
の
五
・
四
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
第

三
号
」
を
削
り
、「
十
分
の
二
・
五
」
を
「
十
分
の
三
・
一
五
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中「
及
び
第
九
号
」を
削
り
、「
十

分
の
六
」
を
「
十
分
の
五
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四

号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
一
項
第
三
号

十
分
の
三
・
一

第
三
十
八
条
第
七
項
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

七

第
一
項
第
九
号

十
分
の
七

八

第
一
項
第
十
号

十
分
の
九

九

第
一
項
第
十
一
号

十
分
の
十
一

十

第
一
項
第
十
二
号

十
分
の
十
三

十
一

第
一
項
第
十
三
号

十
分
の
十
四

第
三
十
八
条
第
八
項
中
「
同
項
第
九
号
」
の
下
に
「
か
ら
第
十
三
号
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第
十
二
項
中
「
十
分
の

〇
・
五
」
を
「
十
分
の
〇
・
〇
五
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
十
分
の
二
・
五
」

を
「
十
分
の
二
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
十
分
の
二
」
を
「
十
分
の
一
・
七
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
所
得
金
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額

を
加
え
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
額
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
保
険
料
収
納
必
要
額
を
保
険
料
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
が
第
一
項
各
号
の
区

分
ご
と
の
第
一
号
被
保
険
者
数
の
見
込
数
等
を
勘
案
し
て
設
定
す
る
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
項
第
九
号
の
基
準
所
得
金
額

百
万
円

二

第
一
項
第
十
号
の
基
準
所
得
金
額

二
百
万
円

三

第
一
項
第
十
一
号
の
基
準
所
得
金
額

三
百
万
円

四

第
一
項
第
十
二
号
の
基
準
所
得
金
額

四
百
万
円

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
、
第
九
号
」
を
「
、
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
十
分
の
五
」
を
「
十
分
の

四
・
五
五
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
又
は
第
九
号
ロ
」
を
「
、
第
九
号
ロ
、
第
十
号
ロ
、
第
十
一
号
ロ
、
第
十
二
号
ロ

又
は
第
十
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
十
分
の
七
・
五
」
を
「
十
分
の
六
・
八
五
」
に
改
め
、同
号
ロ
中「
又

は
第
九
号
ロ
」
を
「
、
第
九
号
ロ
、
第
十
号
ロ
、
第
十
一
号
ロ
、
第
十
二
号
ロ
又
は
第
十
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
十
分
の
七
・
五
」
を
「
十
分
の
六
・
九
」
に
改
め
、
同
号
ロ
並
び
に
同
項
第
四
号
ロ
、
第
五
号
ロ
、
第
六
号

ロ
及
び
第
七
号
ロ
中
「
又
は
第
九
号
ロ
」
を
「
、
第
九
号
ロ
、
第
十
号
ロ
、
第
十
一
号
ロ
、
第
十
二
号
ロ
又
は
第
十
三

号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
ロ
中
「
又
は
次
号
ロ
」
を
「
、
次
号
ロ
、
第
十
号
ロ
、
第
十
一
号
ロ
、
第
十
二
号
ロ
又

は
第
十
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
ロ
中
「
部
分
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
次
号
ロ
、
第
十
一
号
ロ
、
第
十
二
号

ロ
又
は
第
十
三
号
ロ
」
を
加
え
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

前
号
に
定
め
る
割
合
を
超
え
る
割
合
で
市
町
村
が
定
め
る
割
合

イ

当
該
保
険
料
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
前
号
イ
に
規
定
す
る
額
を
超
え
る
額
で

あ
っ
て
市
町
村
が
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
割
合
を
適
用
さ
れ

た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
次
号
ロ
、
第

十
二
号
ロ
又
は
第
十
三
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

十
一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

前
号
に
定
め
る
割
合
を
超
え
る
割
合
で
市
町
村
が
定
め
る
割
合

イ

当
該
保
険
料
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
前
号
イ
に
規
定
す
る
額
を
超
え
る
額
で

あ
っ
て
市
町
村
が
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
割
合
を
適
用
さ
れ

た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
次
号
ロ
又
は

第
十
三
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）

十
二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

前
号
に
定
め
る
割
合
を
超
え
る
割
合
で
市
町
村
が
定
め
る
割
合

イ

当
該
保
険
料
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
前
号
イ
に
規
定
す
る
額
を
超
え
る
額
で

あ
っ
て
市
町
村
が
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
割
合
を
適
用
さ
れ

た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。）又
は
次
号
ロ
に

該
当
す
る
者
を
除
く
。）

十
三

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

前
号
に
定
め
る
割
合
を
超
え
る
割
合
で
市
町
村
が
定
め
る
割
合

イ

当
該
保
険
料
の
賦
課
期
日
の
属
す
る
年
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
前
号
イ
に
規
定
す
る
額
を
超
え
る
額
で

あ
っ
て
市
町
村
が
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
割
合
を
適
用
さ
れ

た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。）に
該
当
す
る
者

を
除
く
。）

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
及
び
第
九
号
イ
」
を
「
、
第
九
号
イ
、
第
十
号
イ
、
第
十
一
号
イ
、
第
十
二
号
イ
及
び
第

十
三
号
イ
」
に
、「
同
項
第
九
号
」
を
「
同
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
九
項
」
を
「
前
条
第
十

項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
十
分
の
二
」
を
「
十
分
の
一
・
七
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
十
分
の
二
・
五
」

を
「
十
分
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
十
分
の
〇
・
五
」
を
「
十
分
の
〇
・
〇
五
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
を
「
第
三
十
八
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項

ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
第
三
十
八
条
第
九
項
」
を
「
第
三
十
八
条
第
十
項
」
に
改
め
る
。厚

生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄





介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
）

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
）

第
二
十
二
条
の
三
十
一

令
第
四
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
（
以
下
こ
の

条
か
ら
第
二
十
二
条
の
三
十
三
ま
で
に
お
い
て
「
講
習
」
と
い
う
。）は
、
福
祉
用
具
貸
与
及
び
特
定
福
祉
用
具

販
売
並
び
に
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
及
び
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

福
祉
用
具
（
法
第
八
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
を
い
う
。
第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
二
第
一
号
ロ

に
お
い
て
同
じ
。）の
選
定
の
援
助
、
機
能
等
の
点
検
、
使
用
方
法
の
指
導
等
に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
有
す

る
者
の
養
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
一

令
第
四
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
（
以
下
こ
の

条
か
ら
第
二
十
二
条
の
三
十
三
ま
で
に
お
い
て
「
講
習
」
と
い
う
。）は
、
福
祉
用
具
貸
与
及
び
特
定
福
祉
用
具

販
売
並
び
に
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
及
び
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、

福
祉
用
具
（
法
第
八
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
を
い
う
。
第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
二
第
一
号
ハ

に
お
い
て
同
じ
。）の
選
定
の
援
助
、
機
能
等
の
点
検
、
使
用
方
法
の
指
導
等
に
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
有
す

る
者
の
養
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
三
号

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
四
項
、
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百

十
二
号
）
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
四
号
及
び
第
三
十
八
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
並
び
に
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
第
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
一
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三





（
介
護
給
付
費
等
適
正
化
推
進
市
町
村
の
要
件
）

（
介
護
給
付
費
等
適
正
化
推
進
市
町
村
の
要
件
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
二

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
十
二

令
第
三
十
七
条
の
十
三
第
八
項
第
十
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

当
該
市
町
村
に
お
い
て
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
次
の
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
全
て
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

一

当
該
市
町
村
に
お
い
て
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て
、
次
の
イ
か
ら

ホ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
全
て
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

イ

法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
若
し
く
は
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条

第
二
項
の
調
査
又
は
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
若
し
く
は
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
職
員
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
ロ
に
お
い
て「
市
町
村
職
員
等
」と
い
う
。）が
当
該
調
査
を
行
っ

た
者
へ
の
訪
問
に
よ
る
調
査
、
当
該
調
査
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
の
審
査
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
点
検

し
、
介
護
給
付
等
（
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
要
す
る
費
用
の
適

正
化
を
図
る
事
業

イ

法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
若
し
く
は
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条

第
二
項
の
調
査
又
は
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
若
し
く
は
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
者
が
行
う
法
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
、

市
町
村
の
職
員
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
「
市
町
村
職
員
等
」
と
い
う
。）が
当
該
調

査
を
行
っ
た
者
へ
の
訪
問
に
よ
る
調
査
、
当
該
調
査
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
の
審
査
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
点
検
し
、
介
護
給
付
等
（
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
要
す
る

費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

ロ

介
護
支
援
専
門
員
が
作
成
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
以
下
こ
の
ロ
に

お
い
て
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
」
と
い
う
。）の
内
容
に
つ
い
て
、
市
町
村
職
員
等
が
、
当
該
介
護
支
援

専
門
員
に
係
る
事
業
者
へ
の
訪
問
に
よ
る
調
査
、
当
該
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等

の
確
認
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
点
検
し
、
及
び
当
該
事
業
者
そ
の
他
必
要
な
者
に
必
要
な
指
導
を
行
い
、

介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業
並
び
に
市
町
村
職
員
等
が
、
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費

又
は
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
の
支
給
の
申
請
が
な
さ
れ
た
と
き
に
、
当
該
申
請
に
係
る
住
宅
を
現
地
調
査

し
、
又
は
住
宅
改
修
が
完
了
し
た
後
に
現
地
調
査
に
よ
る
当
該
住
宅
改
修
の
施
工
状
況
を
点
検
し
、
介
護

給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業
及
び
福
祉
用
具
等
（
福
祉
用
具
、
特
定
福
祉
用
具
又
は
特

定
介
護
予
防
福
祉
用
具
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
福
祉
用
具
等

の
利
用
の
必
要
性
等
の
観
点
か
ら
、
市
町
村
職
員
等
が
福
祉
用
具
等
の
利
用
者
へ
の
訪
問
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

ロ

介
護
支
援
専
門
員
が
作
成
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
以
下
こ
の
ロ
に

お
い
て
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
」
と
い
う
。）の
内
容
に
つ
い
て
、
市
町
村
職
員
等
が
、
当
該
介
護
支
援

専
門
員
に
係
る
事
業
者
へ
の
訪
問
に
よ
る
調
査
、
当
該
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等

の
確
認
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
点
検
し
、
及
び
当
該
事
業
者
そ
の
他
必
要
な
者
に
必
要
な
指
導
を
行
い
、

介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

（
削
る
）

ハ

市
町
村
職
員
等
が
、
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
又
は
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
の
支
給
の
申
請
が
な
さ
れ
た

と
き
に
、
当
該
申
請
に
係
る
住
宅
を
現
地
調
査
し
、
又
は
住
宅
改
修
が
完
了
し
た
後
に
現
地
調
査
に
よ
る

当
該
住
宅
改
修
の
施
工
状
況
を
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業
及
び
福
祉

用
具
等
（
福
祉
用
具
、
特
定
福
祉
用
具
又
は
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
を
い
う
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て

同
じ
。）の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
福
祉
用
具
等
の
利
用
の
必
要
性
等
の
観
点
か
ら
、
市
町
村
職
員
等
が
福

祉
用
具
等
の
利
用
者
へ
の
訪
問
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化

を
図
る
事
業

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



ハ

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
介
護
給
付
等
（
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
及
び
高
額
医
療
合
算
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
除
く
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す

る
情
報
と
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
十
条
に
規
定
す
る
医
療
等
、
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五
十
六
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
（
高

額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
を
除
く
。）又
は
国
民
健
康
保
険
法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の

給
付
等
、
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
療
養
費
、
同
法
第
五
十
四
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
特
別
療
養
費
、
同
法
第
五
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
移
送
費
若
し
く
は
同
法
第
五

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
（
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
等
」

と
い
う
。）に
関
す
る
情
報
と
を
照
合
し
て
介
護
給
付
等
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
「
介

護
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）と
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
等
の
各
利
用
日
数
そ
の
他
の
情
報
の
整
合
性
を
点
検

し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業
及
び
受
給
者
ご
と
に
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
介

護
給
付
等
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
を
確
認
し
、
提
供
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
整
合
性
、
算
定
回
数
及

び
算
定
日
数
そ
の
他
介
護
給
付
等
に
係
る
事
項
を
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図

る
事
業

ニ

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
介
護
給
付
等
（
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
及
び
高
額
医
療
合
算
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
除
く
。
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す

る
情
報
と
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
十
条
に
規
定
す
る
医
療
等
、
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
五
十
六
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
（
高

額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
を
除
く
。）又
は
国
民
健
康
保
険
法
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の

給
付
等
、
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
療
養
費
、
同
法
第
五
十
四
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
特
別
療
養
費
、
同
法
第
五
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
移
送
費
若
し
く
は
同
法
第
五

十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
額
療
養
費
（
以
下
こ
の
ニ
に
お
い
て
「
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
等
」

と
い
う
。）に
関
す
る
情
報
と
を
照
合
し
て
介
護
給
付
等
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
ニ
及
び
ホ
に
お
い

て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）と
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
等
の
各
利
用
日
数
そ
の
他
の
情
報
の
整
合
性

を
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業
及
び
受
給
者
ご
と
に
二
以
上
の
月
に
わ

た
る
介
護
給
付
等
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
を
確
認
し
、
提
供
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
整
合
性
、
算
定

回
数
及
び
算
定
日
数
そ
の
他
介
護
給
付
等
に
係
る
事
項
を
点
検
し
、
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正

化
を
図
る
事
業

（
削
る
）

ホ

介
護
給
付
等
の
受
給
者
に
対
し
、
当
該
受
給
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
当
該
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
費
用
、
当
該
受
給
者
が
負
担
す
る
額
そ
の
他
当
該
受
給
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
項
を
記

載
し
た
書
面
を
通
知
し
、
当
該
受
給
者
に
当
該
事
項
の
確
認
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
介
護
給
付
等
に
要
す

る
費
用
の
適
正
化
を
図
る
事
業

二

（
略
）

二

（
略
）

（
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
基
準
所
得
金
額
）

（
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
基
準
所
得
金
額
）

第
百
四
十
三
条

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
の
基
準
所
得
金
額
は
、

百
二
十
万
円
と
す
る
。

第
百
四
十
三
条

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
の
基
準
所
得
金
額
は
、

百
二
十
万
円
と
す
る
。

第
百
四
十
三
条
の
二

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
基
準
所
得
金
額

は
、
二
百
十
万
円
と
す
る
。

第
百
四
十
三
条
の
二

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
基
準
所
得
金
額

は
、
二
百
十
万
円
と
す
る
。

第
百
四
十
三
条
の
三

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
基
準
所
得
金
額

は
、
三
百
二
十
万
円
と
す
る
。

第
百
四
十
三
条
の
三

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
基
準
所
得
金
額

は
、
三
百
二
十
万
円
と
す
る
。

（
介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
市
町
村
が
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
額
の
算
定
方
法
）

（
市
町
村
が
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
額
の
算
定
方
法
）

第
一
条

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
三
号
。
以
下
「
算
定

政
令
」
と
い
う
。）第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
毎
年
度
市
町
村
が
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り

入
れ
る
額
は
、
当
該
年
度
に
お
い
て
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
以
下「
施
行
令
」

と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
又
は
第
三
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す

る
第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
こ
と
が
、
当
該
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
明
ら
か
に
な
っ
た
第
一

号
被
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
号
に
規

定
す
る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
が

第
一
条

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
三
号
。
以
下
「
算
定

政
令
」
と
い
う
。）第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
毎
年
度
市
町
村
が
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り

入
れ
る
額
は
、
当
該
年
度
に
お
い
て
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
以
下「
施
行
令
」

と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
又
は
第
三
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る

第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
こ
と
が
、
当
該
年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
明
ら
か
に
な
っ
た
第
一
号

被
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
号
に
規
定

す
る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
が
施
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施
行
令
第
三
十
八
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算

定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
し
、
又
は
施
行
令
第
三
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
保
険
料
の

額
を
合
計
し
た
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
施
行
令
第
三
十
八
条
第
十
一
項
か
ら
第

十
三
項
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
し
、
又
は
施

行
令
第
三
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ

る
保
険
料
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額
し
た
保
険
料
の
額
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
合
計
額
）
と

す
る
。

行
令
第
三
十
八
条
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ

れ
る
保
険
料
を
賦
課
し
、
又
は
施
行
令
第
三
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額
す
る
こ
と
と
な
る
保
険
料
の
額
を

合
計
し
た
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
施
行
令
第
三
十
八
条
第
十
項
か
ら
第
十
二
項

ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険
料
を
賦
課
し
、
又
は
施
行
令
第

三
十
九
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
定
め
る
基
準
に
従
い
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
保
険

料
を
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
減
額
し
た
保
険
料
の
額
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
合
計
額
）
と
す
る
。

（
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
）

（
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
）

第
四
条

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
算
定
政
令
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
政
安
定
化
基
金
拠

出
率
は
、
十
万
分
の
三
十
二
と
す
る
。

第
四
条

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
算
定
政
令
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
財
政
安
定
化
基
金
拠

出
率
は
、
十
万
分
の
三
十
六
と
す
る
。

（
介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
等
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
等
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
二
（
第
六
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
六
条
関
係
）

所
得
段
階
別
加
入
割
合

補
正
係
数

１
－
（
0545×

（
Ａ
－
ａ
）
＋
0315×

（
Ｂ
－
ｂ
）
＋
031×

（
Ｃ
－
ｃ
）

































＋
01×

（
Ｄ
－
ｄ
）
－
02×

（
Ｅ
－
ｅ
）
－
03×

（
Ｆ
－
ｆ
）
－
05×

（
Ｇ

































－
ｇ
）
－
07×

（
Ｈ
－
ｈ
）
－
09×

（
Ｉ
－
ｉ
）
－
11×

（
Ｊ
－
ｊ
）
－
13

































×
（
Ｋ
－
ｋ
）
－
14×

（
Ｌ
－
ｌ
）















）

所
得
段
階
別
加
入
割
合

補
正
係
数

１
－
（
05×

（
Ａ
－
ａ
）
＋
025×

（
Ｂ
－
ｂ
）
＋
025×

（
Ｃ
－
ｃ
）
＋
01

































×
（
Ｄ
－
ｄ
）
－
02×

（
Ｅ
－
ｅ
）
－
03×

（
Ｆ
－
ｆ
）
－
05×（

Ｇ
－
ｇ
）

































－
07×

（
Ｈ
－
ｈ
）









）

備
考

こ
の
表
に
お
け
る
算
式
中
次
に
掲
げ
る
記
号
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

備
考

こ
の
表
に
お
け
る
算
式
中
次
に
掲
げ
る
記
号
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

Ａ
〜
ｈ

（
略
）

Ａ
〜
ｈ

（
略
）

Ｉ

当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該

市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合

（
新
設
）

ｉ

当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
総
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る

全
て
の
市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者
の
総
数
の
割
合

（
新
設
）

Ｊ

当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該

市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合

（
新
設
）

ｊ

当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
総
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る

全
て
の
市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
総
数
の
割
合

（
新
設
）

Ｋ

当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該

市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合

（
新
設
）

ｋ

当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
総
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る

全
て
の
市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
者
の
総
数
の
割
合

（
新
設
）

Ｌ

当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該

市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合

（
新
設
）

ｌ

当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
に
係
る
第
一
号
被
保
険
者
の
総
数
に
対
す
る
当
該
年
度
に
お
け
る

全
て
の
市
町
村
に
係
る
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
者
の
総
数
の
割
合

（
新
設
）
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
普
通
調
整
交
付
金
の
額
の
算
定
の
特
例
）

第
二
条

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
介
護
保
険
の
調
整
交
付
金
等
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
省
令
（
次
条
に
お
い
て
「
算
定
省
令
」
と
い
う
。）第
二
条
に
規
定
す
る
普
通
調
整
交
付
金
の
額
は
、
同
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
市
町
村
の
調
整
基
準
標
準
給
付
費
額
に
当
該
市
町
村
の
普
通
調
整
交
付
金
交
付
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
当
該
市
町
村
の
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
（
介
護
保
険
法
第
百
二
十
二
条
の

三
第
一
項
の
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
を
い
う
。
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
状
況
を
勘
案
し
た
額
を
控
除
し
た
額
に
調
整
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
調
整
率
の
算
定
の
特
例
）

第
三
条

令
和
六
年
度
か
ら
令
和
八
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
算
定
省
令
第
八
条
に
規
定
す
る
調
整
率
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額
で
除
し
て
得
た
数
と
す
る
。

一

当
該
年
度
分
と
し
て
交
付
す
る
調
整
交
付
金
の
総
額
か
ら
当
該
年
度
に
お
い
て
各
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
特
別
調
整
交
付
金
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額

二

当
該
年
度
に
お
け
る
各
市
町
村
に
係
る
算
定
省
令
第
三
条
に
規
定
す
る
調
整
基
準
標
準
給
付
費
額
に
新
算
定
省
令
第
四
条
に
規
定
す
る
普
通
調
整
交
付
金
交
付
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
当
該
市
町
村
の
介
護
給
付
等
に
要
す
る
費
用

の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
の
状
況
を
勘
案
し
た
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
合
算
額


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